
 

（第２号様式）   
令和５年４月７ 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立有馬高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①特色ある国際理
解教育と「総合的
な探究の時間」に
係る研究と実践を
とおして、探究的
でグローバルな視
野を持つ人材を育
成する。 
②「育てたい生徒
像」を見据え、共
通性と多様性のバ
ランスに配慮した
教育課程の策定と
実施を図るととも
に、特別活動の充
実をめざす。 
③「主体的・対話
的で深い学び」を
めざし、授業改善
を実施する。 
④基礎的基本的な
知識・技能と思考
力・判断力・表現
力等の育成のバラ
ンスを重視し、主
体的に学習に取り
組む態度を養う。 
 
 

①特色ある国際理解
教育を発展させ、姉
妹校とのオンライン
交流を実施する。ま
た、新たに姉妹校と
なる対象校を検討す
る。 
・ＳＤＧｓに係わる
探究活動を継続さ
せ、教科の枠を超え
た探究活動発展を目
指す。 
 
 
③④「主体的・対話
的で深い学び」をめ
ざした授業を実践
し、生徒の思考力・
判断力・表現力を育
成するとともに、主
体的に学ぶ意欲を向
上させる。 
 

①姉妹校交流は、オン
ラインや文通等で姉妹
校交流を継続する。 
・新たに海外の学校と
の姉妹校締結に向けて
情報収集を行い締結で
きる学校を検討する。 
・ＳＤＧｓに係わる探
究活動について、昨年
度までの取組の継続・
精選・見直し等検討を
行い、今後３年間の見
通しを立て実践する。 
 
③④「主体的・対話的
で深い学び」をテーマ
とした授業改善を行
い、生徒の思考力・判
断力・表現力が高まる
授業を実践する。ま
た、職員間で授業改善
のための情報交換がで
きたか。 
・１人１台端末を活用
し、主体的に学ぶ意欲
を向上させるための授
業を実践する。 
 
 
 

①姉妹校との交流
を行うことができ
たか。また、生徒
が国際理解教育を
意識した実践的な
活動を行うことが
できたか。 
・新規姉妹校との
締結ができたか。 
・探究活動を全学
年で見通しをもっ
て取り組むことが
できたか。 
 
③④思考力・判断
力・表現力が高ま
る授業を実践でき
たか。また、職員
で意見交換し情報
共有ができたか。 
・生徒対象のアン
ケート結果から１
人１台端末が有効
に活用されたと判
断できるか。 

①姉妹校との交流は、文
化祭の様子をビデオレタ
ーにして送ることができ
た。来年度からの相互の
行き来について段取りを
つけることができた。ユ
ネスコスクールとして服
のチカラプロジェクトで
はユネスコ委員会が中心
となり近隣の３つの小学
校と連携し活動し、先方
から感謝状を受け取るこ
とができた。 
・新規姉妹校締結につい
ては、達成することがで
きなかった。 
・ＳＤＧｓに係る探究活
動では、オンラインを活
用し１年間探究した成果
を中学校・高校に発表す
ることができた。 
③④「主体的・対話的で
深い学び」を実践するた
め、意見交換、情報共有
を行った。授業観察、研
究授業を通して、ＩＣＴ
機器を活用した授業実践
を行い、情報共有を行っ
た。 

①現地との時差もありリ
アルタイムでの交流が難
しい。また、先方とのや
り取りでは、英語でのや
り取りのため特定の職員
に頼らざるを得ない状況
である。翻訳ソフトなど
の導入も検討する。 
・ユネスコスクールとし
て服のチカラプロジェク
トだけでなくユネスコ委
員会を動かし近隣のイン
ターナショナルスクール
との交流を開始する。 
・新規姉妹校との締結の
ためのアプローチする方
法を検討する。 
・探究活動について、新
規の活動は職員全体での
展開を意識することと、
継続を意識した引継ぎを
確実に行う。 
③④研究授業を通して授
業改善と、ＩＣＴ機器の
活用実践例が共有できた
が、学校全体で取り組む
意識が不足している。次
年度は定期的な研修会と
授業改善の意見交換を行
う必要がある。 

①姉妹校との行き来の
交流の再開、有馬ｲﾝｸﾞ
ﾘｯｼｭﾃﾞｰの導入で国際
理解教育が活性化する
ことを期待したい。 
・探究学習において、
テーマに仮説を立て、
掘り下げていく活動で
の探究学習が有意義に
機能している。 
・IＣＴを活用した意
見交換等の交流活動は
時代の流れを鑑みた取
組である。情報交換の
内容については、テー
マに沿ったより濃いも
のにする必要がある。 
③④「SDGs に係わる探
究活動を継続させ、教
科の枠を超えた探究活
動」について、ＩＣＴ
を活用した授業づくり
をテーマとした授業改
善の取り組みと連携
し、生徒の基礎学力の
養成および生徒の主体
的な学習態度を養うこ
とを目指した取組を実
践されていることは評
価できる。 

①姉妹校交流はオンラ
インを駆使したが、リ
アルタイムでの交流が
できなかった。 
・ユネスコスクールと
して「服のチカラプロ
ジェクト」を行うこと
ができたが、他の取組
ができていない。 
・新規姉妹校締結につ
いて学校として考えを
まとめる必要がある。 
・探究活動の成果発表
を、中学校・高校も参
加しての新しい取組が
できたが、準備や運営
に課題を残した。 
③④「主体的・対話的
で深い学び」の実践を
意識した授業見学や研
究授業を行い、出席者
の研修成果につながっ
たが、学校全体で授業
改善に取り組む意識が
不足しているため、具
体的な実践例の情報や
報告を全体で共有する
ことができていないこ
とが課題である。 
 

①通常の教育活動に近
い形が戻っているが、
従前にとらわれず新し
い視点で姉妹校交流を
継続していく。 
・ユネスコ委員の生徒
と一緒になり新規プロ
ジェクトを企画し、国
際理解教育を実践す
る。 
・新規姉妹校締結につ
いて学校としての方向
性を議論する。 
・身近な課題を設定し
意欲的な探究活動を目
指す。また、新しい取
組を積極的に取り入れ
る。 
③④常日頃から「主体
的・対話的で深い学
び」をテーマとした授
業改善の意識を各職員
が持つ。また、研究授
業や定期的な研修会と
授業改善の意見交換会
を行い、具体事例・実
践例の情報共有を行
い、各職員が改善した
授業を試みる。 

２ 
生徒指導・
支援 

①部活動の充実を
とおして自己理解
や他者理解を深め
る支援を行う。 
②交通安全指導を
通してマナーの向
上と事故防止に取
り組む。 
③人権尊重の精神
および規範意識を
高める取組を推進
する。 
④生徒一人ひとり
の個に応じた生徒
支援体制の確立を
図る。 
 

①部活動の活動を充
実させ、活動をとお
して生徒の人格形成
の支援を行う。 
 
 
 
 
③④「いじめ・学校
生活についてのアン
ケート」と、教育相
談を組織的に行う。
また、生徒理解のた
めの個人面談を実施
し、問題発生時に
は、管理職、学年職
員、保護者が連携し
迅速な対応を行う。 
 
 
 

①部活動顧問の適切な
配置と顧問間の連携に
より、生徒が主体的に
活動できるように支援
する。 
 
 
 
③④年２回の「いじ
め・学校生活について
のアンケート」と個人
面談を実施し、いじめ
問題等に初期対応でき
る体制を整える。問題
発生時は、管理職、学
年職員、保護者が連携
し迅速な対応を図る。 

①部活動調査にお
いて、主体的に取
り組んだ生徒の割
合が参加した生徒
の９割を超えてい
るか。 
 
 
③④いじめ問題の
発生を防ぐことが
できたか。 
・問題発生時に、
職員等で連携し、
迅速で適切な対応
を行うことができ
たか。 

 

①一部の顧問に負担が偏
っている現状は解決され
なかった。部活動調査に
おいて、主体的に取り組
んだ生徒の割合はほぼ９
割となっており、概ね目
標はクリアできた。 
 
 
 
③④年間２回の「いじ
め・学校生活について」
のアンケートを実施し
た。その内容を基に担任
による面談を実施し、生
徒一人ひとりの把握に努
めた。また、安全で安心
な学校生活インターネッ
トに関するトラブルを防
止するために、講演会も
実施した。 

①顧問調整を慎重に行う
ことと、職員の部活動指
導に関わる意識について
共通理解を促す。主体的
活動を通した生徒の人格
形成については、基本的
な挨拶や礼儀などを大事
にすることで、自分たち
の活動に誇りを持てるよ
うに指導を継続する。 
③④２回実施のアンケー
トからは、特に職員で共
有する内容のものはなか
った。今後も、いじめ問
題やインターネットに関
わるトラブルの防止に努
め、生徒一人一人が安全
で安心した学校生活を送
れるよう支援する。ま
た、職員での情報共有を
確実に行う。 

①部活動調査で９割の
生徒が主体的に取り組
んだという回答は高い
評価に値する。日常の
生徒指導が、全先生方
によって行われた結果
で作られた校内の空気
感が良い影響を与えて
いると思われる。 
③④情報共有による協
働支援体制を整え、迅
速に関係機関と連携し
た適切な支援を行って
いること、また特に
SNS 等のトラブル防止
についての注意喚起に
尽力されていることは
評価できる。 
・一人で抱え込んでい
る重い案件については
生徒，保護者との面談
がとても大事である。 

①主体的な取組により
生徒が満足度の高い活
動を行えている。学校
生活や行事などにも部
活動の生徒が積極的に
動けるようになってき
た。今後、加入率を高
め主体的に取り組める
生徒数を増やしたい。 
③④いじめアンケート
や面談をとおして、生
徒一人ひとりの理解に
努めることができた。
今後は学校として組織
的な取組や情報共有の
在り方について更に検
討を深めるとともに組
織力をも充実させ、人
権尊重と規範意識を高
めるために計画的に支
援を行っていく必要が
ある。 

①部活動のより一層の
主体的活動に向け、生
徒自身が部活動に対す
る誇りや意識の高さを
持てるように、礼儀や
挨拶を部活動全体で取
り組むことで「自負
心」を養っていく。ま
た、充実した学校生活
を送るために部活動加
入を積極的に勧める。 
③④教職員や生徒から
得た個々の情報を定期
的に共有できる機会を
設定し、学校全体で、
組織的に生徒一人ひと
りを支援できるように
体制を見直し、より充
実した取組を実践す
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①大学等における
多様な入試形態を
見据え、生徒一人
ひとりの進路希望
実現に向けたきめ
細かな支援体制を
充実させる。 
②教科における学
習活動と進路指導
との連携を図り、
生涯にわたって基
盤となるキャリア
教育を実施する。 

①入試動向情報を的
確に把握し、担任団
と情報を共有して生
徒の希望進路の実現
に向け支援する。 
・進路指導室の生徒
の利用率を高める。 
 
 
②高大連携、インタ
ーンシップへの参加
を安全かつ積極的に
進める。 

①教員向けガイダンス
を実施し近年の入試状
況を共有する。また生
徒向けに大学の入試担
当者を招き具体的な入
試対策の講演会を開
く。 
・進路指導室の資料の
充実を図る。 
②テレワーク方式等の
インターンシップを実
施し生徒の就業体験機
会を設ける。 

①効果的なガイダ
ンスや講演が実施
できたか。 
・進路指導室の利
便性が整ったか。 
 
 
 
 
②インターンシッ
プを実施すること
できたか。 

①生徒向け入試対策講演
会（総合型・公募制型）
を実施し、三大学に参加
していただいた。生徒の
参加は 17 名であり、生徒
にも好評であった。 
 
 
 
 
 
②対面でのインターンシ
ップを実施し９名が参加
した。 

①参加生徒数の把握と実
施スケジュール、講演す
る大学の選定とスケジュ
ールの調整に課題が残っ
た。現在次年度に向けて
講演可能大学を調査して
いる。今後生徒の参加者
を多くするため、生徒の
ニーズに合った学校選び
と、生徒へのアプローチ
の仕方を模索する。 
②参加生徒数の拡大が課
題であると同時に受け入
れ先企業との連携再構築
を進める。 

①大学等の多様な入試
形態を見据え、入試動
向情報を的確に把握し
生徒一人ひとりの進路
希望に沿った進路実現
を支援されていること
が達成状況に報告され
ており評価できる。 
・３大学を招いての入
試対策講演会には、さ
らに多くの生徒の参加
が望まれる。 
②インターンシップ参
加者が増える方策の検
討をお願いします。 

①総合型、公募推薦型
入試対策講演会に参加
した生徒の約 9 割が受
験で合格を得ることが
できたことから講演会
の効果は大きいとみる
ことができる。次年度
は、講演会に参加する
学校数を増やしたい。 
②受入れ可能な企業と
生徒の希望がマッチし
たインターンシップは
安全に実施することが
できた。次年度は参加
者を増やしたい。 

①来年度の講演依頼を
了承していただいた大
学と具体的な交渉を継
続して行う。また、積
極的に他の大学へも講
演会の参加を依頼す
る。 
 
 
②進路選択におけるイ
ンターンシップの重要
性をガイダンス等で周
知する。 

４ 
地域等との
協働 

①生徒一人ひとり
が社会参画意識を
もって地域や世界
とつながる意識を
高 め る 支 援 を 行
う。 
②地域等と連携・
協働した災害への
備え、対応をさら
に深める。 
 

①学校周辺の美化活
動を実施し、地域に
愛される学校を目指
す。 
 
・ボランティア活動
や地域への貢献活動
を通じて、社会の一
員としての意識を醸
成する。 
 
 
 
②DIG 研修や避難訓
練、地域の行政機関
と連携した防災体験
訓練をとおして防災
意識を高める。 
 

①各学年で年 1 回、行
事ごとに委員会や部活
動の生徒で学校周辺の
ゴミ拾い活動を実施す
る。 
・ボランティア活動の
案内を広く周知し、生
徒の参加を促す。部活
動等においても積極的
に地域への貢献活動に
参加する。 
 
 
②防災委員を中心とし
た DIG 研修や避難訓
練、地域の行政機関と
連携した防災体験訓練
を実施し、防災意識を
高める。 
 

①各学年で 1回、委
員 会 や 部 活 動 等
で、学校周辺のゴ
ミ拾い活動を実施
できたか。 
・地域に参画する
意識が向上し、個
人でのボランティ
ア活動、部活動で
の地域貢献活動へ
の 参 加 が あ っ た
か。 
 
②DIG 研修と地域の
行政機関と連携し
た防災体験訓練を
実施することがで
きたか。 
・防災意識をもっ
て訓練に参加する
ことができたか。 

①11 月に１年生が学校周
辺のゴミ拾いを実施し
た。２月には生徒会、部
活動の生徒で学校周辺ゴ
ミ拾い活動を実施した。 
・海老名市主催のイベン
トにいくつかの部活動が
参加し地域の貢献ができ
た。ただし、個人でのボ
ランティア活動を通した
地域貢献はできなかっ
た。 
 
②DIG研修、２回の避難訓
練、海老名市役所並びに
海老名消防と連携した防
災体験訓練をとおして、
生徒の防災に対する意識
を高めることができた。 

①年に１回、全校生徒が
個人で地域貢献活動に参
加できるよう、生徒の意
識向上を図る必要があ
る。そのために生徒会本
部役員が啓発活動を行う
等、地域貢献の意識を図
る。 
・美化活動は、３つの学
年の活動が時期が偏らな
いように計画し、年間を
通した活動を計画する。 
 
②DIG 研修を各 HR の防災
委員主導で実施できるよ
うに計画的に行っていき
たい。また、避難訓練や
防災体験訓練を実施し、
防災意識を高められるよ
う取り組んでいきたい。 

①他の県立高校と比較
して、学校(生徒)と地
域との相互意識が高い
と感じるので、生徒側
からのボランティア等
のアイデア出しがより
活発になるような仕掛
けが望まれる。 
②DIG 研修、避難訓練
や防災体験訓練を行い
防災意識を高めたこと
は評価できる。 
・防災体験訓練に加
え、共助について考え
る防災教育にも取り組
む必要があると思いま
す。高校生として災害
時に何ができるか、有
事の際に自分の住む地
域で、動ける力をつけ
て欲しいと思います。 

①美化活動を年 2 回実
施したが、全学年で実
施することはできなか
った。全校生徒が参加
できる活動方法とゴミ
拾い活動以外の活動を
検討したい。 
・海老名市主催のイベ
ントへの参加とボラン
ティア活動に参加する
ことができたが、地域
との連携ができていな
い。 
② DIG 研修、避難訓
練、また、海老名市役
所、海老名消防と連携
した防災体訓練をとお
して、防災に対する意
識を高めることができ
た。 

①生徒同士が、ゴミ拾
い活動以外にもどんな
地域貢献活動ができる
かを意見交換する機会
を作る。 
・地域との連携を本格
的に復活させる。近隣
の小学校への部活動の
派遣や、海老名市との
連携などを積極的に行
う。また生徒の主体的
にボランティアに参加
する意識を醸成する。 
②様々な体験や訓練を
とおして防災意識は高
まっているので、災害
時に何ができるか、ど
う動けるかなど共助に
ついて考えさせること
も含めて計画を立て
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①ＩＣＴ環境の整
備改善を進めると
ともに、ＨＰ等を
活用して本校の教
育活動に係る情報
発 信 を 充 実 さ せ
る。 
②安心・安全な教
育環境の整備を充
実 さ せ る と と も
に、事故・不祥事
防止のさらなる徹
底を図る。 
③働き方改革の推
進に向けて、組織
的な取組を進めて
いく。 

①ＩＣＴ環境の整備
改善を進め、教職員
の機器活用のスキル
アップを行う。 
・ＨＰの更新頻度を
上げ、最新の情報を
発信する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③仕事の効率化に向
け、ノー残業デーを
設ける。 

①ＩＣＴ環境の整備を
進める。 
・機器活用の研修の機
会を設け、機器活用の
スキルアップを図る。 
 
 
 
・Wi-Fi の環境の改善
を進める。 
 
 
・各グループごとに情
報発信を行い、ＨＰの
更新頻度を上げ、最新
情報を提示する。 
 
 
③職員一人ひとりが１
週間に１回ノー残業デ
ーを設ける。 

①ＩＣＴ環境の整
備を進めることが
できたか。 
・職員の８割が、
機器活用について
自身のスキルアッ
プを図ることがで
きたか。 
・Wi-Fi の環境がよ
くなり、効率よく
機器の活用を行え
たか。 
・ＨＰの更新頻度
が 1カ月以上滞って
いないか。また、
各グループごとに
情報を発信するこ
とができたか。 
③職員の８割が、
年間を通じてノー
残業デーを設ける
ことができたか。 
 

①指導者向けの端末が導
入される等環境の整備を
進めることができた。 
・機器活用のスキルアッ
プは、個々の職員に任せ
きりで、効率の良い活用
はできていない。 
・教室の Wi-Fi 環境が改
善され機器の活用が効率
よくできるようになっ
た。 
・ＨＰについては、各グ
ループだけでなく、部活
動顧問が更新できるよう
にし、更新頻度を上げる
ことができた。 
③職員の４割弱が週に１
回、定時退勤ができた。
なお、職員の半数が週１
回の定時退勤を 70％達成
できている。各職員には
ノー残業デーの意識は定
着している。 

①ＩＣＴ機器活用の実践
に向けて、研修会の定期
的な実施、活用実践例の
集約・提示を通して、有
効な機器活用と個々の職
員のスキルアップを図
る。 
 
 
 
 
・ＨＰ更新方法の研修会
を実施し、多くの職員が
ＨＰを更新できるように
する。 
 
③業務量の偏りがあり、
業務量均等化に向けた人
員配置等見直しをグルー
プで検討する。また、勤
務時間外の業務過多も課
題であり、業務効率化に
向けた方策を模索する。 

①ICT 機器活用につい
ては、それぞれの科目
の特性を生かし、内容
重視で進めるべきと思
われる。デジタル進化
した授業と、あえてア
ナログの長所を生かし
た授業の双方が存在す
ることで、生徒の思考
により一層の幅と奥行
きが生まれ、高い教育
成果が得られると考え
られる。 
・教職員のスキルアッ
プは情報インストラク
ターが校内に常駐して
いると取り組み易い。 
③働き方改革は喫緊の
課題であるが、ノー残
業デーの意識向上等、
具体的な実践している
ことは評価できる。 
 

①ＩＣＴ環境の整備を
進めることができたか
が、それを活用する機
会と端末管理の環境を
整備できなかった。機
器の導入により一部職
員の活用が見られたが
が、職員全体への活用
の広がりには至らなか
った。 
・ＨＰの更新頻度は昨
年度に比べて向上した
が、更新に関わった職
員が一部のため、グル
ープや学年等で更新頻
度に差が出た。 
 
③ノー残業デーの意識
付けをできたが、取得
できない職員もおり、
８割以上の取得に向け
ての課題が残った。 

①ＩＣＴ機器の活用効
率を上げるため、端末
の管理環境を整える。
また、授業の見学を活
用して授業内での使用
方法を見せ合うなど機
器の活用をさらに活性
化させる。 
・ＨＰの更新方法の研
修会等を開催し、更新
頻度を上げることで学
校の情報を積極的に発
信する。 
 
 
 
 
③業務量の均等化を考
えた業務の分担を行
う。副担任の業務を増
やし、担任の業務量を
減らすことを目指す。 



 

 


